
未来づくり懇談会（矢板三区）会議録 

 

日 時：平成２８年１１月７日（月） 

                       １９：００～２０：４０ 

                   場 所：矢板三区自治公民館 

出席者：市長、教育長、総合政策課長、 

都市建設課長、地籍調査班長 

 

 

１ 開  会  １９：００      進行：秘書広報課長 

 

２ あいさつ  矢板市長 

 

３ 出席者紹介 

 

４ 矢板市設定テーマ 

  ○中心市街地活性化について 

・資料に基づき、人口推計等について説明。 

 

  Ｑ１ 年々人口が減っており、街なかも限界集落に近づいてしまう。色々な行事を行 

うのも大変になる。 

  Ａ１ 高齢化は矢板だけでなく全国的な問題と捉えている。人口が減っても市民生活 

を保っていけるよう、皆さんのご意見をいただきながら三区のコミュニティを守 

っていければいいなと思っている。 

矢板市内のイベント、行事を見直せないか、ご相談させていただいている。三 

区だけでできないものは、一区、二区、三区でまとまる等工夫できることもある 

かと思う。 

平成 28年度 市民体育祭検討委員会で夏季大会の廃止を決定。 

市民体育祭ブロック編成会議で 1ブロック（矢板一区、二区、 

三区）と 2ブロック（矢板四区）の統合を決定。 

平成 29年度 1・2ブロック合同ブロックでの参加となった。 

 

  Ｑ２ 地方創生の適応戦略を行うには行政の簡素化、見直しをしなければいけないと 

思う。 

  Ａ２ 時代にあわせて検討していくべきと思っている。皆さんのご意見をお伺いしな 

がら検討する。 

 

  Ｑ３ 高齢化を前向きに捉えてまちづくりをすべき。どうして郊外に団地を造るのか。 

買い物にしても何にしても車を使うしかない。空き地を行政の力でまとめて、団 



地を造る。土地を市で借り上げたら活性化、流動化につながると思う。 

  Ａ３ 郊外に団地を造るのかというご指摘ごもっともだと思う。最近の都市計画の分 

野でいわれているコンパクトシティの考え方。歩ける範囲に街の機能を集める発 

想。この三区を含めた中心市街地の可能性、存在価値をもう一度見直していく必 

要があると思っている。 

 

  ○矢板市街地内の地籍調査の進捗状況と今後の見通しについて 

 

  Ｑ１ 調査区を決定する基準は？街の噂ではもめなさそうな所から決めると聞いてい 

る。市街地を避けているように感じる。街の中心部から調査して欲しい。固定資 

産税評価額が高く売買できない。自前で測量調査した金額を市に請求したい。隣 

の大田原は既に調査が終わっていると聞いた。なんで矢板は進まないのか、税金 

を払っていても不公平な思いがある。早く進めてほしい。 

  Ａ１ 一定の広さを確保し調査するため外堀から固めていくのが一般的な調査方法で 

他市町も同じ。中心から行うと、面積の想定が出来なく、外側の境界が分からな 

くなり、外へ外へと面積が広がっては困る。大田原市は矢板よりも前の昭和４４ 

年から調査しているが、進捗率は２２％で矢板とそう変わらない。 

地籍調査は公図を基に現地を調査するので、公図が無い地域や現状と公図 

の状況がかけ離れている地域では、地籍調査を行うことが困難である。 

 

  Ｑ２ 測量するにあたって起点となる場所がある。河川や国の所有物がはっきりすれ 

ば、街中でも出来るのでは。 

Ａ２ 道路や川で囲まれた中を調査できるという意見もあるが、周辺から追っていく 

と、他の点を使えるので費用を掛けずに効率的に調査することが出来る。ぽつん 

と調査するとほかの点が使えず、時間と費用が掛かるので、合理的な方法で調査 

している。 

 

５ 意見交換 

  Ｑ１ 防災無線が、街中では反響してよく聞こえない。 

  Ａ１ 調査する。 

平成 29年 5月 

平成 29年 6月 

 

平成 29年 11月 

 

平成 30年 1月 

防災行政無線放送確認電話番号のチラシを全戸配布 

防災メール登録及び防災行政無線放送確認電話番号の 

チラシを全戸配布。 

  防災行政無線放送確認するためのフリーダイヤル（通話 

料 無料）電話番号のチラシを全戸配布。 

防災行政無線の聞こえ方調査を実施 

 

 

 

 



  Ｏ１ 市役所の大きな時計の針が止まっていることが多い。また、高齢者のタクシー 

券の用紙が小さいため、小冊子程度の大きさにしてはどうか。 

◆時計 

平成 29年 8月 JA共済より、デジタル時計の寄付申出。 

平成 30年 2月 デジタル時計設置 

◆タクシー券 

平成 30年 4月 タクシー券をシート式からチケット式に変更 

サイズ変更。 54mm×85mm → 74mm×105mm 

 

  Ｑ２ 駅前での乳児遺棄の事件について、教育現場ではどのような対応をしている 

か？ 

  Ａ２ 引き続き、命を大切にする教育を行っていく。また、子ども課の相談事業等を 

ＰＲしていく。 

平成 28年 12月 広報やいたで相談事業のＰＲ 

平成 29年 12月 広報やいたで相談事業のＰＲ 

小中学校で命の大切さについて授業等で継続的に指導 

 

 

６ 閉  会  ２０：４０ 


